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FCS (Fluorescence Correlation Spectroscopy)で
l分子内でのモノマーの拡散を直接測定した向。


















































































































Figure 2: DNAの3種類の張力応答。 .WLC特性
(SPD O，d1)、口プラトー特性 (SPD500muA1)、
















































(3) Le = lLρ(8)d8 
また、秩序パラメータのダイナミクスを次式で定
義する。
1βο 6F -ー， -ーナ +ε(8，t) 
L 8t 6ρ 
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Figure 3: (a) r = 0.1， (b) r = 40， (c)r = 110 
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いる O したがって、 AF:tvIの伸張速度を変化させ
ることにより 2つの経路の違いを検出できる可能
性がある。我々はすでに速度を変えることにより
張力応答が変化することを確認し、現在この統計
的解析を進めている。以上述べたように、 l分子
の力学応答についても外力の周波数を変化させる
ことにより、レオロジーの重要な情報を特性を引
き出すことが可能であると考える。
